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【背景・目的】 自閉スペクトラム症（以下、自閉症）児

の中には記憶などに特異的な能力を示すサヴァン症候群

の存在することが知られているが（有路ら、2017）、タブ

レット端末機（以下、タブレット）等の機器操作が得意な

例も一種のサヴァン症候群といえるかもしれない。このタ

ブレット操作能力をコミュニケーション手段に利用する

試みは報告されているが（中廣ら、2013）、タブレットが

言語獲得の道具（手段）となったという報告はない。今回、

筆者はタブレットを通して英語単語を獲得していた自閉

症児 1 例を経験した。そこで、本症例が獲得した日本語単

語と英語単語の語数、品詞、意味内容を比較し、2 言語獲

得過程について考察した。 
 
【方法】 対象：対象は初回評価時 7 歳 4 か月の自閉症男

児で、主訴は視線が合わない、会話が出来るように、であ

った。発達歴は不明な点が多かったが、初語は 1 歳 7 か月

頃で「イナイイナイバー」の「バー」であった。既往歴に

特記事項はなかった。現病歴は 2 歳 4 か月頃から地元の

センターに通い始め、3 歳時に A 病院にて自閉症との診断

を受けた。その後、特別支援学校に入学した。 
 本症例の行動特徴として最も顕著だったのは、就学時に

お祝いとしてもらったタブレットの使用が得意なことで

あった。また、タブレットを介して英語の ABC ソングな

どの動画を閲覧していた結果、英単語の表出が目立ってい

た。7 歳 4 か月時に行った評価の結果、遠城寺式・乳幼児

分析的発達検査では全下位項目で 4 年半以上遅れており、

特に言語理解と発語の面での遅れが著明であった。同時期

に実施した絵画語い発達検査（以下、PVT-R）、田研式言

語発達診断検査（語彙検査、以下、田研式）はいずれも評

価不能であった。大脇式知能検査の結果は精神年齢 4 歳 1
か月レベル、PIQ は 51 であった。 
手続き：7 歳 4 か月から 10 歳 2 か月の間に本児が表出

した日本語単語と英語単語を不定期に書き出してもらい、

それらを語彙数、品詞、意味の観点から分析した。また、

定期的に PVT-R と田研式を実施した。田研式に関しては

日本語表出のみで評価した場合と英語表出を加えて評価

した場合の 2 評価を実施した。 
なお、本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の承認を受

け、関連する利益相反はない。 
  
【結果】 表出語彙として確認できた語彙数は日本語が

154 語、英語が 174 語であった。このうち、意味的に共通

していた単語は 20 語（日本語の 12.9％、英語の 11.4％）

であった。品詞的には両言語ともに名詞の割合が最も多か

ったが（日本語 55.2％、英語 84.5％）、その割合は英語で

有意であった（CR=9.09、P<.01）。また、日本語では形容

詞、動詞、間投詞なども 10％以上あったが、英語ではい

ずれも低い割合であった（形容詞 2％、動詞 5％、間投詞

5％）。 
意味的な相違については日本語では様子・性質、挨拶と

日課、人々が多かったが、英語では食べ物・飲み物、動物

名の割合が高い傾向にあった（図 1）。 
語彙検査に関して、PVT-R は調査期間を通じて 3 歳 0

か月未満のレベルであったが、田研式による表出語彙年齢

は 8 歳 4 か月時には英語単語のみで 3 歳 6 か月レベル、9
歳 7 か月時には日本語単語では 5 語呼称できたのみであ

ったが、英語単語を加えると 3 歳 4 か月レベルとなった。

10 歳 3 か月時には日本語単語のみで 3 歳 11 か月レベル

となった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 本研究の結果、本症例が獲得した日本語と英語

の語彙数には大きな差がなかった。バイリンガル環境で育

った自閉症児において、2 言語であることはお互いの言語

獲得の妨げにはならないと田宮（2015）は述べているが、

両言語の語彙数を比較する限り、各言語で獲得した語彙数

が少ない点はあるものの、本症例においても日本語単語の

獲得が英語によって著しく妨げられてはいないものと思

われる。 
また、両言語間では重なり語彙数が 20 語と日本語単語

と英語単語でそれぞれ 12％前後であった。一方、バイリ

ンガルの自閉症児に関する研究では、重なり語彙（バイリ

ンガル研究では概念語彙）の割合は約 43％と高かった

（Peterson ら、2012）。このことは、本症例における語彙

獲得は意味を獲得した後、その意味に日本語と英語の語彙

名をラベリングするのではなく、個別に語彙を獲得してい

た可能性を示唆するものと思われる。実際に、本症例では

日本語は日常生活における人とのかかわりを通して、英語

はタブレットの動画から獲得していたことから、重なり語

彙数が少なくなったものと思われる。 
 獲得した語彙の品詞については名詞が最も多かった。こ

れはこれまでの研究と一致していた（吉岡、2014）。ただ

し、その名詞の割合は英語で高い傾向にあり、意味内容も

日本語と英語で異なっていた。両言語における相違は語彙

獲得の過程の違い、特に英語においては動画内容が関係し

ていることが推測される。このことからも本症例における

日本語単語と英語単語の獲得は別のルートを介して獲得

されたものであることが示唆される。 
 
【結論】 日本語と英語の語彙を獲得していた自閉症１例

が獲得した日本語と英語の語彙を比較検討した。その結果、

語彙数はほぼ同じであり、品詞の割合も名詞が最も多かっ

たが、重なり語彙数は少なく、意味分類も異なっていた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 1 日本語と英語の意味分布 
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